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１．研究成果の概要 

2022 年度高等学校入学者から新しい学習指導要領が実施されている。教科商業科については、地域産業

をはじめ経済社会が健全で持続的に発展するよう、組織の一員としての役割を果たすことができるようにす

るために、科目構成や各科目の内容が大幅に改訂された。あわせて、どのような指導を展開するのかについ

て、学習指導要領に示された。 

こうしたことから、新しい学習指導要領に基づいた教育を担う教員を育成するように、教職課程のカリキ

ュラムの在り方及び教員養成上大きな役割を果たしている「教育実習」の課題と充実方策について探求した。 

その結果、次の知見を得た。 

ア 教職課程のカリキュラムの在り方について

① 現行の高等学校学習指導要領の教科商業科と、現在の教職課程のカリキュラムとの整合性を分析した

ところ、商業の四つの学習分野について、それに分類される科目の内容と、教職課程の教科に関する専

門科目の構成との間に乖離があることが分かった。 

② 上記①の乖離を改善するために、商業科に属する科目の内容と本学の専門科目とのシラバスを照合

し、教科に関する専門科目の適切な構成を見いだした。それを基に、教職課程のカリキュラムの改善を

図った。 

イ 「教育実習」の課題と充実方策について

① 教育実習に関するアンケート学生に対するアンケートからは，指導内容に関する知識，指導の方法・

技術，生徒とのコミュニケーションに不安を感じていることが明らかとなった。 

② コミュニケーションに関しては，生徒に伝えることの「引き出し」の少なさを実感していることが明

らかとなった。 

③ 高等学校における教育実習は，教職に対する学生の気持ちの変容にプラスにもマイナスに働いている

ことが明らかとなった。 

④ 受け入れ先高等学校へのヒアリングと学生に対するアンケートから，教職インターンシップの有効性

が示された。 

⑤ 上記①～④のことから、教職課程の各科目との連携を密にすること、ボランティア活動などの経験を

積むこと，生徒との距離感の保ち方について具体的な事例などを基にして指導する必要があること、高

等学校での教育実習終了後に適切にフォローアップをしていくこと、教職インターンシップの受け入れ

先の拡充を図ることが教職課程の充実に必要である。 

２．著書・論文・学会発表等（査読の有無及び海外研究機関等の研究者との国際共著論文がある場合は必ず記載） 

【論文（査読あり）】 

 なし 

【著書・論文（査読なし）】 



上記１．のイの内容を「「教育実習」の課題と充実方策について」と題してまとめ、2024 度の千葉商科

大学紀要 62 巻第３号に研究ノートとして投稿した。 

【 学会発表等】 

 なし 

３．主な経費 

上記研究を進めるために、関連書籍の購入や文具代、所属学会の年会費等に使用した。 

４．その他の特筆すべき事項（表彰、研究資金の受入状況等） 

なし 

（本文は 2ページ以内にまとめること） 


